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五霞町コミュニティ交通　ごかりん号
利用状況をお知らせします

　ごかりん号は、平成25年10月から試験運行を開始して、その利用者は増加傾向にあります。
　特に、日中ルートについては、平成26年10月の運行改正以降、大幅に利用者が増えており、今年10月か
ら本格運行を開始しました。

運行３年目の利用者数は、11,984人で、２年目の11,469人より515人の増加となっています。ルート
別に見ると、朝晩ルートが96人減少しているのに対し、日中ルートは611人増加となっています。

＊年間利用者数（単位：人）
1年目の利用者数 2年目の利用者数 3年目の利用者数

朝晩ルート 5,073 8,446 8,350
日中ルート 1,353 3,023 3,634

合計 6,426 11,469 11,984

※１年目：平成25年10月～平成26年9月
　２年目：平成26年10月～平成27年9月
　３年目：平成27年10月～平成28年9月
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朝晩 日中

平成26年 4月 1日 
学生割引運賃 
（中高生半額） 

平成26年 10月 1日 
運行改正 
（ルート見直し） 

平成27年 4月 1日 
高齢者割引運賃 
（65歳以上半額） 

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

１ヶ月あたり利用者数
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＊住民の皆様へ
　毎日の通勤、通学に利用する方や通院、買い物などで利用す
る高齢者の方々にとってバスは大切な移動手段であり、安心し
て目的地まで移動できる乗り物です。
　住民の皆様に、ごかりん号が交通手段の一つとして選ばれる
よう、また、町の公共交通を考えるきっかけとなるよう今後と
も努めてまいります。
　引き続き、バスのご利用についてご協力をお願いします。
○お問い合わせ
　生活安全課　くらし安心G　☎（84）3618（直通）
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〇お問い合わせ 政策財務課 政策G ☎（84）1111（内線222）町ホームページ http://www.town.goka.lg.jp/  

 

全国トップクラスの申請率
 

マイナンバーカード 
便利に利用ができる

 
コンビニ交付サービス 

平成29年7月から（予定） 
情報連携スタート 

平成29年7月から（予定） 
マイナポータルスタート 

ミニストップは
平成29年４月１日から
サービス開始予定

マイナンバー通信  №1
“１人に１つマイナンバー”  

　平成27年10月からスタートしたマイナンバー制度は、これから本格的に運用が始まりますので、
定期的に『マイナンバー通信』として町民の皆様にお知らせをしていきます。

マイナンバー総合フリーダイヤル 0120-95-0178 平日9:30～20:00【土日祝日は17:30まで（年末年始を除く）】

平成28年9月30日現在
　住民基本台帳人口 8,879人
　申請件数 2,577件
　申請率 29.0％
　交付率 93.5％

今後、利用が広がるマイナンバーカード
を持っていない方は、ぜひ申請を!!

マイナンバーカードを使って、住民票と印
鑑登録証明書の写しを便利に取れるサー
ビスをご利用ください。
○全国のコンビニで
○土日祝日でも
○６:30～23:00利用ができます。

○手数料は200円（窓口300円）

マイナポータルとは、主にマイナンバー
に関連した個人情報を自ら確認ができた
り、マイナンバーカードを使って、ワン
ストップサービスが受けられるようにな
ります。

マイナンバーは

色々な場面で

使います!!

役場への申請書で添付書類を省略できるよ
うになります。例えば、児童手当手続等の
住民票や課税証明書などが該当になりま
す。（事務によっては省略にならないものも
あります。）
※国の情報連携は、平成29年7月からに変更
　になりました。（年金は平成30年3月予定）



12 月は町税等収納強化月間です
税金の納め忘れはありませんか？

　町県民税、固定資産税、国民健康保険税などの町税や介護保険料、後期高齢者医療保険料、上下水道料金な

どは、私たちが安心して暮らすための貴重な財源です。指定された納期限までに納めましょう。納期限までに

納付されなかった場合、督促や文書催告を送付するなどして、納付をお願いしています。

　なお、12月は収納強化月間として、文書、訪問及び電話などによる催告、財産差押などの滞納処分を強化し

ます。早めの納付にご協力ください。

事
情
の
あ
る
人
は
必
ず
納
税
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
の
期
限
内
納

付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
必
ず
担
当
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
期
間
を
定
め
、
分
割
納
付
な
ど

の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

納
税
は
ロ
座
振
替
が
便
利
で
す

　

町
税
の
納
付
は
、
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
で
き
る
、
口
座
振
替
が
安
心
で

便
利
で
す
。
納
付
の
た
び
に
、
役
場
や

金
融
機
関
な
ど
に
足
を
運
ぶ
手
間
が
省

け
、
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
ま

た
は
町
民
税
務
課
に
、
通
帳
と
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

が
で
き
ま
す

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
全
国
主
要
な
コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
に

関
す
る
手
数
料
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

対象税等 町税等 介護保険料 保育料 学校給食費
上下水道料金

下水道
受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
（役場）

健康福祉課
（役場）

健康福祉課
（役場）

教育委員会
（中央公民館）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ 税務Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 学校教育Ｇ 水　道G

下水道Ｇ

電　話 ☎（84）1966 ☎（84）0006 ☎（84）0006 ☎（84）1462 ☎（84）3000

※保育料及び学校給食費については、夜間収納窓口は開設していません。

○場所・お問い合わせ

滞
納
を
放
置
し
て
お
く
と
…

　

町
で
は
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方

と
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
安
定

し
た
税
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
納
付

期
限
を
過
ぎ
て
も
お
支
払
い
が
な
く
、

督
促
状
や
催
告
書
を
放
置
さ
れ
て
い
る

納
税
者
に
対
し
て
は
財
産
調
査
を
行

い
、
財
産
（
不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、

売
掛
金
、
生
命
保
険
な
ど
）
の
差
押
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
11
日
㈰
に
休
日
納
付
、
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す

　

12
月
は
、
収
納
強
化
月
間
と
し
て
次

の
と
お
り
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
頃
、
平
日
に
納
付
や
相
談
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日　
12
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

夜
間
収
納
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

　

平
日
の
日
中
、
お
仕
事
な
ど
で
町
税

な
ど
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税

相
談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
毎
月
末
の
最
終
平
日
に
収
納
窓
口

の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

12
月
の
開
設
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
開
設
日　
12
月
27
日
㈫

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

※
窓
口
や
連
絡
先
は
、
下
の
表
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
1
日
付
け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
、
常
に
地
域
住
民
の

立
場
に
立
ち
、
相
談
等
に
応
じ
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
任
期
は

３
年
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
地
区
担
当
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

　

10
月
14
日
、
水
戸
市
の
茨
城
県
立

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
第

35
回
茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
方
々
の
顕
彰
が
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
５
名
の
委
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
５
名
は
、
永
年
に
わ

た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

地
域
の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

○
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

　
会
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

　

須
釜　

國
昭
（
在
職
９
年
）

　

猿
橋　

延
保
（
在
職
９
年
）

　

鳩
貝　

淑
子
（
在
職
９
年
）

　

栗
原
美
佐
枝
（
在
職
９
年
）

　

鷺
山　

榮
男
（
在
職
９
年
）

茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

　

10
月
28
日
、
水
戸
市
の
茨
城
県
立

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
第

66
回
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
の
顕
彰
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
松
本
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

松
本
委
員
は
、
永
年
に
わ
た
り
地

域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
努
力
さ
れ

ま
し
た
。

○
茨
城
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
）

　

松
本
眞
生
子
（
在
職
18
年
）

民生委員・児童委員（敬称略）

武藤　　孝 元栗橋本田地区 ☎（84）1596

猿橋　延保 元栗橋新田地区 ☎（84）0366

印田　義雄 川妻地区 ☎（84）0985

篠崎　妙子 小手指・両新田地区 ☎（84）1420

松本眞生子 堀之内地区 ☎（84）1004

生井　五郎 新幸谷地区 ☎（84）0142

中山　雅子 小福田地区 ☎（84）2045

篠﨑  悦子 大福田地区 ☎（84）0031

飯島ヨオ子 山王山地区 ☎（84）0838

鳩貝　淑子 山王地区 ☎（84）0790

大澤みつ子 江川地区 ☎（84）2887

札川　英雄 幸主地区 ☎（84）0140

山下　　薫 冬木地区 ☎（84）2256

中村　紀子 土与部地区 ☎（84）2398

知久勝太郎 原宿台1丁目地区 ☎（84）2268

川村　憲子 原宿台2丁目地区 ☎（84）1939

村瀬　正彦 原宿台3丁目地区 ☎（84）2724

青木　照枝 原宿台4丁目地区 ☎（84）1961

地区担当

岩﨑冨美江 五霞町全地区 ☎（84）2572 宮田久江 五霞町全地区 ☎（84）3056

主任児童委員

○お問い合わせ　健康福祉課　社会福祉G（内線237）
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ごみ収集・し尿処理 さしま斎場（火葬場） 役　　場
年
末
年
始
の
休
館
・

休
業
日
の
お
知
ら
せ

12月29日㈭～１月３日㈫

12月30日㈮午後５時～１月２日㈪
※火葬、告別式場、動物炉、霊柩車の使
用はできません。

※霊安室については12月29日㈭まで使
用できます。ただし、12月30日㈮の
火葬までとします。

12月29日㈭～１月３日㈫
※日直業務（戸籍届出の受付）は実
施します。

※12月31日㈯の土曜窓口業務は休
業します。

 中央公民館 Ｂ＆Ｇ海洋センター 西児童館・南児童館
12月28日㈬～１月４日㈬ 12月26日㈪～１月５日㈭ 12月28日㈬午後～１月３日㈫

ふれあいセンター 福祉センター「ひばりの里」 道の駅ごか
12月29日㈭～1月3日㈫ 12月28日㈬～１月４日㈬ 12月31日㈯～１月２日㈪

※3日㈫は一部営業、4日㈬から通常営業



まちのわだい
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第
36
回
体
協
会
長
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　
７
月
24
日
～
９
月
３
日

○
場
所　
五
霞
中
学
校
野
球
場

○
結
果

　

優　

勝　

原
宿
台
Ｂ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

土
与
部
チ
ー
ム

　

第
３
位　

元
栗
橋
新
田
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

山
王
山
チ
ー
ム

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

町
遺
族
会
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た　

　

10
月
2
日
、
役
場
忠
魂
碑
前
に
お
い

て
、
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
霊
を
慰

め
、
平
和
を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
追
悼
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
全
員
で
の
黙
祷
後
、
染

谷
町
長
か
ら
式
辞
、
猿
橋
遺
族
会
会
長
、

宇
野
町
議
会
議
長
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば

を
頂
き
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な

御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
参
列
者
の
皆
様

は
献
花
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
戦
か
ら
71
年
も
の
歳
月
が

経
ち
、
戦
争
の
惨
禍
の
記
憶
が
風
化
し

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
を
広
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
五
霞
中
学
校
生
徒
会
代
表
も
参

加
し
ま
し
た
。

行
幸
湖
浮
き
ウ
キ
フ
ェ
ス
タ
28

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
日
30
日
、
五
霞
町
、
幸
手
市
、
久

喜
市
の
境
界
に
あ
る
行
幸
湖
と
権
現
堂

１
号
公
園
に
お
い
て
第
12
回
『
行
幸
湖

浮
き
ウ
キ
フ
ェ
ス
タ
28
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

近
隣
の
団
体
、
町
内
企
業
等
に
よ

る
体
験
、
飲
食
、
展
示
、
販
売
の
16
の

ブ
ー
ス
と
、
ご
か
り
ん
等
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

や
バ
ン
ド
演
奏
等
ち
ん
ど
ん
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
勢

の
方
々
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
“
浮
島
づ
く
り
”
は
浮
島
を

４
基
作
り
行
幸
湖
に
設
置
し
ま
し
た
。

五
霞
町
か
ら
浮
島
づ
く
り
に
参
加
し
た

方
か
ら
は
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
来

年
も
ぜ
ひ
来
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

天
皇
陛
下
に

五
霞
町
産
の
米
と
粟
を
献
穀
し
ま
し
た

　

10
月
27
日
、
皇
居
に
お
い
て
「
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

献け
ん

穀こ
く

献け
ん

納の
う

式し
き

」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
嘗
祭
は
、
例
年
11
月
23
日
（
勤

労
感
謝
の
日
）に
皇
居
で
行
わ
れ
る
、

新
穀
を
供
え
感
謝
す
る
行
事
で
す
。

起
源
は
古
く
、『
古
事
記
』
に
も
天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
行
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
歴
史
あ
る
も
の
で
、
宮
中

恒
例
祭
典
の
中
の
最
も
重
要
な
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
「
新

嘗
祭
献
穀
献
納
式
」
は
、
新
嘗
祭

に
使
用
さ
れ
る
米
や
粟
を
、
各
都
道

府
県
か
ら
選
ば
れ
た
生
産
者
が
天
皇

陛
下
に
献
納
す
る
も
の
で
、
毎
年
10

月
下
旬
に
皇
居
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
栄
え
あ
る
行
事
に
、
茨
城
県

を
代
表
し
て
、
五
霞
町
か
ら
原
宿
台

の
栗
原
英
夫
さ
ん
ご
夫
妻
が
米
を
献

上
し
、
山
王
山
の
曽
根
喜
平
さ
ん
ご

夫
妻
が
粟
を
献
上
し
ま
し
た
。
献
納

さ
れ
た
米
と
粟
は
、
天
皇
陛
下
も
召

し
上
が
る
と
の
こ
と
。天
皇
陛
下
は
、

お
出
ま
し
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
無
事
献
納
で
き
た
こ
と
に
参
加

者
一
同
、感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

皇
居
で
行
わ
れ
た
「
新
嘗
祭
献
穀
献
納
式
」
に
参
列
し
た

栗
原
英
夫
さ
ん
ご
夫
妻
（
前
列
右
か
ら
２
人
）
と
曽
根
喜

平
さ
ん
ご
夫
妻
（
前
列
左
か
ら
２
人
）、
染
谷
森
雄
町
長
、

茨
城
県
農
林
水
産
部
の
井
上
計
部
長
（
後
列
右
か
ら
）
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ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
４
回
体
協
会
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　
９
月
27
日

○
場
所　
ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加　
21
名　

○
結
果
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

小
野
尾　

幸
榮

　

準
優
勝　

菅
原　

敏
子

　

第
３
位　

香
取　

静
子

第
25
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会

○
期
日　
10
月
２
日

○
場
所　
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加　
13
ペ
ア　

26
名

○
結
果

　

優　

勝　

深
海
・
岩
崎
ペ
ア

　

準
優
勝　

丸
山
・
野
中
ペ
ア

　

第
３
位　

中
村
・
藤
田
ペ
ア

第
13
回

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
期
日　
10
月
８
日

○
場
所　
ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加　
38
名

○
結
果
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

宇
田
川　

洋
之
助　

　

準
優
勝　

今
井　

輝
昭

　

第
３
位　

大
野　

武
巳

寄
附
が
あ
り
ま
し
た

㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社
茨
城
工
場

　

10
月
28
日
、
㈱
ヤ
ク
ル
ト

本
社
茨
城
工
場
（
工
場
長　

中
村
貞
二
氏
）
か
ら
、
地
域

振
興
等
の
た
め
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
5
万
円
の

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
厚
志
に
対
し
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

小
沢
道
路
㈱

　

９
月
30
日
、
小
沢
道
路
㈱

（
代
表
取
締
役　

小
澤
勲
氏
）

か
ら
、
町
行
政
発
展
の
た
め

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
１
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ご
厚
志
に
対
し
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

第
27
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
争
奪
兼

第
66
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日　
10
月
30
日

○
場
所　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
参
加　
50
名

○
結
果

　

優　

勝　

ブ
ー
ケ　

　

準
優
勝　

オ
リ
ー
ブ

　

第
３
位　

ク
レ
ア
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12  

月
の
行
事
予
定

　

五
霞
西
小
学

校
で
は
、
様
々

な
行
事
を
通
し

て
人
権
意
識
を

高
め
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

特
に
学
校
全
体

で
草
花
を
育
て

た
り
、
生
き
物

を
育
て
た
り
す

る
こ
と
で
命
の

大
切
さ
や
優
し

さ
、
思
い
や
り

の
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
、
花
壇
を
学
年
ご
と
に
分
担

し
、
草
花
を
育
て
て
い
ま
す
。
駐
車
場

北
側
の
道
路
に
面
し
た
花
壇
に
５
年
生

が
サ
ル
ビ
ア
を
移
植
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
児
童
自
ら
種
を
ま
き
、
育
て
た
も

の
で
す
。
移

植
後
に
は
当

番
の
児
童
が
、

毎
日
、
水
を

あ
げ
て
大
切

に
育
て
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
の
通
路
南
側
を
「
に

し
ぴ
ょ
ん
通
り
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

今
は
コ
ス
モ
ス
が
、
秋
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
可
憐
な

花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　

飼
育
委
員

会
の
児
童
は
、

毎
朝
う
さ
ぎ

に
え
さ
を
あ

げ
た
り
、
う
さ
ぎ
小
屋
の
掃
除
を
し
た

り
て
い
ま
す
。
春
に
生
ま
れ
た
う
さ
ぎ

の
赤
ち
ゃ
ん
は
大
き
く
育
ち
、
元
気
に

走
り
回
っ
て

い
ま
す
。
み

ん
な
、
う
さ

ぎ
の
姿
を
見

る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
に

４
、５
、６
年
の
代
表
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
貼
り
付
け
て
、
な
か
よ
し
の
木
を
作

成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー

ム
を
通
し
て

地
域
の
方
々

と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
５
年
生
が
五
霞
町
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
の

で
慣
れ
る
ま
で
少
し
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
優
し

く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

徐
々
に
こ
つ
を
掴
み
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

交
流
を
通
し
て
優

し
さ
や
思
い
や
り

の
心
が
育
ち
ま
し

た
。

思いやりの心で明るい社会を

12  

月
の
行
事
予
定

第
６
回
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
in
五
霞
町
を
開
催
し
ま
す

（
健
康
福
祉
課
）

　

第
６
回
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ
in
五

霞
町
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
の
子
育
て

応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
児
童
館
な
ど

を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
方
の
き
っ
か

け
づ
く
り
や
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気

軽
に
交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 
・
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

 

・
親
子
で
遊
べ
る
か
ん
た
ん
工
作

　

タ
オ
ル
で
う
さ
ち
ゃ
ん
作
り
、
風
船

ロ
ケ
ッ
ト
、
ご
か
り
ん
の
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

 

・
ゲ
ー
ム
大
会

　

ワ
ニ
た
た
き
、
玉
入
れ
、
ひ
も
く
じ

な
ど

 

・
身
体
測
定
、
子
育
て
相
談

 

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

 　
「
き
ぬ
さ
や
く
ん
と
べ
い
な
す
く
ん
」

 

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

 　
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
一
緒

に
来
て
く
だ
さ
い
。
ご
か
り
ん
も
遊
び

に
く
る
よ
！

○
日
時　
12
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

○
対
象　

　

未
就
学
児
の
親
子
と
そ
の
家
族

○
場
所　
ご
か
西
児
童
館

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ご
か
西
児
童
館　

☎
（84）
２
３
２
１

「自分も相手も大切に」
（五霞西小学校）

西児童館	 ☎（84）2321
・ちびっこ広場	 ２日㈮
・避難訓練	 ５日㈪
・手作りクッキング	 15日㈭
・ちびっこ広場	 16日㈮
・クリスマス会	 22日㈭
・牛乳パック工作	 27日㈫

南児童館	 ☎（84）3456
・ドッジボール大会、避難訓練
	 ５日㈪
・にこにこ広場	 ９日㈮
・クリスマス工作	 12日㈪
・みんなでクッキング	 20日㈫
・クリスマス会	 22日㈭

臨時休館のお知らせ　12月３日㈯は、第６回子育て応援フェスタ準備のため両館とも閉館します。

〔昨年度の子育て応援フェスタの様子〕

学年花壇のサルビア

にしぴょん通りのコスモス

飼育委員　児童の活動

健康福祉まつり　なかよしの木

グランドゴルフの１コマ
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ごかの
　お知らせ

（No.495）

役場の代表電話は☎（84）1111です

お
し
ら
せ

（
教
育
委
員
会
）

○
日
時　

　

平
成
29
年
１
月
8
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
45
分

　

開
式　

午
前
10
時

○
場
所　

　

五
霞
町
中
央
公
民
館　

講
堂

○
該
当
者　

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
そ
の
他

　

11
月
１
日
を
基
準
に
該
当
者
を
把

握
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
12
月
15

日
㈭
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

７
、
８
月
に
実
施
し
た
が
ん
検
診

を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
、
大
腸
が
ん

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
で
、
ま
だ

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う
ち
、

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
期
間

　

12
月
９
日
㈮
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
検
診
日　
12
月
17
日
㈯

○
検
診
会
場　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
検
診
受
付
時
間

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方

　

午
前
７
時
～
８
時

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
方

　
（
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
方
含
む
）

　

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

○
料
金

・
成
人
健
診
（
国
保
加
入
者
）

　

20
歳
以
上
39
歳	

２
，
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

 

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　

40
歳
以
上	

無　

料

・
胃
が
ん

　

40
歳
以
上
69
歳	

１
，
０
０
０
円

　

70
歳
以
上	

５
０
０
円

・
大
腸
が
ん

　

40
歳
以
上
69
歳	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上	

３
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　

40
歳
以
上
69
歳	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上	

３
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　

40
歳
以
上
69
歳	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上	

３
０
０
円

・
肝
炎
検
査

　

40
歳
の
方
、
41
歳
以
上
69
歳
ま
で

の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し
て
い

な
い
方	

５
０
０
円

　

70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

い
な
い
方	

３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
町
民
税
務
課
）

　

健
康
を
守
り
、
生
活
習
慣
病
を
よ

り
効
果
的
に
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
以
上
の
方
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
方
が
対
象
で
す
。
７
、

８
月
の
健
診
を
受
診
さ
れ
な
か
っ
た

方
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
健
診
日　
12
月
17
日
㈯

○
受
付
時
間

　

が
ん
検
診
の
受
付
時
間
に
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

・
健
康
保
険
証

・
受
診
券

・
自
己
負
担
金

　

国
保
加
入
者　

１
，
７
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　

家
庭
ご
み
を
ご
み
集
積
所
へ
出
す

場
合
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
８
時
ま

で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。(

時
間
厳
守)

②
分
別
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
な
い

と
、
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
広

報
ご
か
を
参
考
に
し
て
、
き
ち
ん

と
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
き
ち
ん
と
ラ
ベ

ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。
ラ
ベ
ル
は
燃
え
る
ご
み
、

キ
ャ
ッ
プ
は
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤
の

容
器
及
び
油
の
容
器
等
は
可
燃
ご

み
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

が
ん
検
診
の
追
加
受
付
を

し
ま
す

特
定
健
診
を
実
施
し
ま
す

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

成
人
式
典
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（
町
民
税
務
課
）

　

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
に
農
業
を
営
み
農
産
物

の
販
売
金
額
に
よ
る
収
入
等
が
あ
っ

た
人
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
と
し
て
行
っ
て

い
な
い
農
業
（
農
産
物
を
全
く
出
荷
・

販
売
せ
ず
に
、
自
家
用
の
飯
米
や
野

菜
の
み
の
場
合
）
に
つ
い
て
は
、
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿

等
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

・
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ

や
経
費
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

取
引
の
年
月
日
・
売
上
先
・
仕
入

先
・
経
費
の
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載

し
ま
す
。

・
帳
簿
等
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成

し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
・

領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
収
入
金
額
や
必
要

経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
は
７
年
、
そ

の
他
（
請
求
書
・
領
収
書
等
）
は
５
年

保
存
が
必
要
で
す
。

○
事
前
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
入
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
者
ご
自
身

に
よ
る
収
支
計
算
の
も
と
行
う
も
の

で
す
。
今
年
度
も
平
成
29
年
２
月
に

農
業
所
得
事
前
相
談
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
例
年
混
雑

し
ま
す
。
申
告
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
に
ぜ
ひ
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
青
色
申
告
は
、
納
税
者
自
ら
税
法

に
従
っ
て
計
算
し
、
納
税
す
る
制

度
で
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
課
税

さ
れ
ま
す
。
年
内
に
家
屋
の
滅
失

（
取
り
壊
し
）
や
増
築
・
改
築
を
さ

れ
た
場
合
、
ま
た
は
売
買
な
ど
に
よ

り
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
、
町
民
税
務
課
ま
で
届

出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
土
地
の
現
況
地
目
を
変
更

し
て
い
る
場
合
に
も
同
様
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
登
記

を
済
ま
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
届

出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
堤
防
強
化
事
業
で
の
移
転
者
の
み

な
さ
ん
へ

　

年
内
に
家
屋
（
新
家
屋
）
が
完

成
し
、
買
収
契
約
し
た
家
屋
（
旧
家

屋
）
の
取
り
壊
し
が
年
明
け
に
な
る

と
、
新
旧
両
方
の
家
屋
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
で

の
取
扱
に
な
り
ま
す
の
で
、
家
屋
の

完
成
時
期
と
買
収
家
屋
の
取
り
壊
し

時
期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
等
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
11
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

下
館
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
６

（25）
０
８
１
１

（
生
活
安
全
課
）

　

有
害
鳥
獣
（
カ
ラ
ス
）
の
銃
器
に

よ
る
駆
除
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

○
１
回
目　
12
月
４
日
㈰

○
２
回
目　
１
月
８
日
㈰

　

両
日
と
も
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で
（
悪
天
候
で
も
実
施
し
ま

す
）

○
実
施
区
域　
五
霞
町
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
毎
年
１
回
、

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
、
予
防
注
射
が
お
済
み
で
な

い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
で
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
射
を
実
施
し
ま
し
た
ら
、
獣
医

師
が
発
行
す
る
「
注
射
済
証
明
書
」

を
生
活
安
全
課
へ
持
参
し
、
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

生
活
安
全
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
教
育
委
員
会
）

　

五
霞
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催

に
よ
る
青
少
年
の
主
張
大
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
、
日
頃
の
思
い
や
将

来
の
夢
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
16
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
会
場　
中
央
公
民
館　

講
堂

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０
（
直
通
）

第
22
回
青
少
年
の
主
張
大

会
を
開
催
し
ま
す

農
業
所
得
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
の
送
付
に
つ
い
て

カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施
し
ま
す

土
地
・
家
屋
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済

み
で
す
か
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（
総
務
課
）

　

特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
法
務
省

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
町
の
人
権
擁
護
委

員
と
法
務
局
職
員
が
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
人
権
に
関
す
る
問
題
（
虐
待
・

暴
力
・
セ
ク
ハ
ラ
・
同
和
問
題
・
高
齢

者
・
障
害
者
等
）
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

秘
密
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）（

総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育
・

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）（

産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
14
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
た

だ
し
、
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

産
業
課　

地
域
振
興
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

町
で
は
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
生

ま
れ
育
つ
町
」
を
目
指
し
て
、
乳
幼

児
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

育
児
や
予
防
接
種
等
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
６
日
㈫

○
受
付　
午
前
9
時
40
分
～
10
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
身
体
計
測
、
子
育
て
相
談
、

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
等

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時　
12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　

 

（
午
前
９
時
40
分
受
付
）

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　
町
内
在
住
の
男
性

○
内
容　
そ
ば
打
ち
教
室

○
定
員　
15
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

○
持
参
す
る
物　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限

　

12
月
12
日
㈪
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（84）
１
９
１
０

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の
人
権

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相
手
の
立

場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
第
68
回
人
権
週
間
強
調
事
項

 

「
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

　
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　
違
い
を

認
め
合
う
心
～
」

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

○
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

○
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

◆
人
権
擁
護
委
員
が
法
務
局
に
常
駐

し
て
み
な
さ
ま
の
ご
相
談
に
お
答

え
し
ま
す

　

水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局
で

は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

人
権
擁
護
委
員
が
、
当
支
局
に
常
駐

し
、
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談

を
受
け
、
被
害
救
済
の
た
め
速
や
か

に
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
常
駐
制
度
を
ご
利
用

い
た
だ
く
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
と
お

り
無
料
で
人
権
相
談
（
電
話
に
よ
る

相
談
可
）
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
祝
日
等
の
休
日

を
除
く
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
は
当
支
局
職
員
に

よ
る
相
談
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
常
駐
時
間　
毎
週
月
曜
日

  

（
祝
祭
日
等
の
休
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
常
駐
場
所

　

下
妻
市
下
妻
乙
１
３
０
０
番
地
１

　

水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

☎
０
２
９
６

（43）
３
９
３
５

○
常
駐
委
員　
下
妻
人
権
擁
護
委
員

　

協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

男
性
の
料
理
教
室

募

集

乳
幼
児
健
康
相
談

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す

相

談

消
費
生
活
相
談
窓
口

生
活
相
談

特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

を
開
設
し
ま
す

示示
掲掲

板板
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毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
、

国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

政
府
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、

拉
致
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
全

て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰

国
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

内
閣
府
拉
致
問
題
対
策
本
部
事
務

局

　

☎
０
３
（
５
２
３
５
）
２
１
１
１

　

県
税
事
務
所
で
は
、
車
検
用
納
税

証
明
書
の
他
に
、
次
の
２
種
類
の
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

①
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書

②
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
の
未
納

の
な
い
こ
と
の
証
明
書

※
申
請
前
に
、
ど
ち
ら
が
必
要
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑

 

（
法
人
は
代
表
者
の
登
録
印
）

・
証
明
手
数
料
（
現
金
）

 

（
１
件
に
つ
き
４
０
０
円
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

☎
（87）
１
１
２
０

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
：
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
は
、

地
方
税
の
手
続
き
を
電
子
的
に
行
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。
地
方
税
の
申
告
を

窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
等
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
主
な
対
象
税
目

・
法
人
市
町
村
民
税

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

・
個
人
住
民
税
（
給
与
支
払
報
告
書

や
特
別
徴
収
関
連
手
続
）

○
利
用
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
０
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

※
詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.eltax.jp/

○
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人

　

地
方
税
電
子
化
協
議
会

　

☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５
９

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除

く
）

　

不
動
産
の
相
続
登
記
を
せ
ず
に
放

置
し
て
お
く
と
、
権
利
関
係
が
複
雑

と
な
り
、
後
に
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

起
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
相
続
登
記
を
し
ま
せ
ん
か
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

・
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
２
９
（
２
５
９
）
７
４
０
０

・
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　

☎
０
２
９
６

（43）
３
９
３
５

プ
ー
ル
教
室

◆
大
人
の
水
泳
教
室

○
開
催
日
時　
平
成
29
年
１
月
12
日

～
３
月
16
日
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
15
分

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
30
名

○
受
付
開
始
日
時

　

12
月
18
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

◆
小
学
生
水
泳
教
室

○
開
催
日
時　
平
成
29
年
１
月
７
日

～
３
月
18
日
の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時

○
対
象
者　
小
学
生

○
定
員　
30
名

○
受
付
開
始
日
時

　

12
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

◆
幼
児
水
泳
教
室

○
開
催
日
時　
平
成
29
年
１
月
７
日

～
２
月
４
日
、
２
月
18
日
～
３
月

18
日
の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
12
時

○
対
象
者　
講
座
開
始
日
に
４
歳
か

ら
６
歳
（
未
就
学
児
）

○
定
員　
各
10
名

○
受
付
開
始
日
時

　

12
月
18
日
㈰　

午
前
11
時
か
ら

◆
ア
ク
ア
ダ
ン
ス

○
開
催
日
時　
平
成
29
年
１
月
12
日

～
３
月
16
日
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
３
時
～
４
時

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
25
名

○
受
付
開
始
日
時

　

開
催
日
毎
に
受
付

【
そ
の
他
】

・
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
プ
ー

ル
入
場
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
大
人
２
０
０
円
、小
人
１
０
０
円
）

・
小
学
生
、幼
児
の
教
室
は
保
護
者
の

方
に
受
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

研
修
室
講
座
（
管
内
の
在
住
・
在
勤

に
限
り
ま
す
）

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

○
開
催
日
時　
平
成
29
年
１
月
７
日

～
３
月
18
日
の
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
25
名

○
受
付
開
始
日
時

　

12
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

◆
Ｚ
ｕ
ｍ
ｂ
ａ
ズ
ン
バ

○
開
催
日
時　
平
成
29
年
１
月
17
日

～
３
月
28
日
の
毎
週
火
曜
日

　

午
後
６
時
45
分
～
７
時
45
分

○
対
象
者　
高
校
生
以
上

○
定
員　
30
名

○
受
付
開
始
日
時

　

12
月
18
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

【
プ
ー
ル
教
室
、
研
修
室
講
座
の
注

意
事
項
】

・
お
申
し
込
み
は
、
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
窓
口
と
な
り

ま
す
。（
電
話
で
の
受
付
不
可
）

・
休
館
日
、
祝
日
の
講
座
は
お
休
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
受
付
開
始
時
に
募
集
人
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

（
超
え
な
い
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

せ
ん
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
（87）
７
２
２
３

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間

地
方
税
の
申
告
は
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す

県
税
納
税
証
明
書
が
発
行

で
き
ま
す

相
続
登
記
は
お
済
で
し
ょ

う
か
？

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
各
種
講
座
の
ご
案
内
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茨
城
労
働
局
で
は
、
働
き
方
・
休

み
方
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
年

末
年
始
休
暇
に
年
次
有
給
休
暇
を

組
み
合
わ
せ
て
、
連
続
休
暇
に
す
る

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」
を
実
施
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
９
（
２
７
７
）
８
２
９
５

　

五
霞
町
結
婚
支
援
員
・
い
ば
ら
き

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
結
婚
を
希

望
さ
れ
る
方
の
お
悩
み
や
ご
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
だ
け
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
30
分
か
ら
45
分
で

す
。
相
談
費
用
、
登
録
料
な
ど
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
予
約
制
で
す
の
で
、

お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
等
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

会
議
室
②

　

五
霞
町
大
字
江
川
３
２
０
１
番
地

　

☎
０
２
８
０

（80）
１
１
６
５

○
日
時　
1
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
持
ち
物　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作
成
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
写
真
（
で
き
れ

ば
全
身
、
Ｌ
判
）、
印
鑑

○
受
付
期
間

　

12
月
15
日
㈭
～
27
日
㈫

○
お
申
し
込
み

・
電
話
か
ら

  

（
神
原
）０
９
０-

４
３
６
６-

２
９
７
６

  

（
野
口
）０
９
０-

１
１
０
０-

１
３
１
６

  

（
伊
藤
）０
８
０-

５
８
９
６-

３
１
３
４

　

午
後
０
時
～
７
時

・
メ
ー
ル
か
ら

　

五
霞
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募

　

フ
ォ
ー
ム
か
ら（
パ
ソ
コ
ン・携
帯
可
）

　

http://w
w

w
.tow

n.goka.lg.jp/

○
主
催

　

五
霞
町
結
婚
支
援
員
連
絡
会
、
い

ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
西

地
域
活
動
協
議
会

　

茨
城
県
警
察
本
部
少
年
課
で
は
、

警
察
庁
舎
以
外
の
場
所
に
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
少
年

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

少
年
の
非
行
問
題
、
犯
罪
被
害
に
関

し
、
少
年
自
身
、
保
護
者
、
教
育
関

係
者
等
の
方
々
か
ら
の
相
談
（
面

談
、
電
話
、
メ
ー
ル
）
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば

　

〒
３
０
０
‐
２
６
４
２

　

つ
く
ば
市
高
野
１
１
９
７
番
地
20

・
電
話

　

０
２
９
（
８
４
７
）
０
９
１
９

　

受
付
時
間
（
月
～
金
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
夜
間
、
土
日
は
留
守
番
電
話

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

keishonen@
pref.ibaraki.lg.jp

○
日
時　
12
月
15
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　
千
代
川
公
民
館

　
　
　
　

下
妻
市
鬼
怒
２
３
０

○
内
容

　

テ
ー
マ
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら

学
ぶ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
」
～
自

分
の
可
能
性
を
信
じ
て
～

　

講
師　

上
村
知
佳
さ
ん
（
シ
ド

ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）

○
人
数　
先
着
３
０
０
名

○
参
加
費　
無
料

○
お
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
用

紙
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
立
下
妻
特
別
支
援
学
校

　

☎
０
２
９
６

（44）
１
８
０
０

　

FAX 

０
２
９
６

（43）
９
１
７
４

結
婚
相
談
会

プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ご

案
内

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
理
解
啓

発
推
進
事
業
講
演
会
を
開

催
し
ま
す

　

五
霞
町
で
は
、
一
昨
年
度
か
ら
男

女
共
同
参
画
事
業
に
よ
る
上
映
会

を
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
町
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し

て
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
上
映
会

と
題
し
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
と
し
た
映
画
を
２
本
立
て
で

上
映
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

町
内
・
町
外
を
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん

の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

午
前
の
部　
映
画
『
う
ま
れ
る
』

午
前
10
時
30
分
開
演

　

映
画
『
う
ま
れ
る
』
は
、「
子
供
は

親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
」
と
い

う
胎
内
記
憶
を
モ
チ
ー
フ
に
、
命
を

見
つ
め
る
4
組
の
夫
婦
の
物
語
を
通

し
て
、【
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
て
き
た

意
味
や
家
族
の
絆
、
命
の
大
切
さ
、

人
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
】
で
す
。

　
映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

（
総
務
課
）

午
後
の
部　
映
画
『
十
字
架
』

午
後
１
時
30
分
開
演

　

こ
の
作
品
の
原
作
は
、
直
木
賞
作

家
・
重
松
清
氏
に
よ
る
２
０
１
０
年

吉
川
英
治
文
学
賞
受
賞
作
品
「
十
字

架
」（
講
談
社
文
庫
刊
）
で
あ
り
、
国

際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
鬼

才
・
五
十
嵐
匠
監
督
に
よ
っ
て
映
画

化
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
ひ
と
り
の
少

年
の
想
い
を
背
負
っ
て
生
き
る
者

た
ち
の
、
20
年
に
わ
た
る
心
の
軌
跡

を
描
い
た
物
語
で
す
。
ま
た
、
五
霞

町
と
同
じ
茨
城
県
の
県
西
地
区
に

あ
る
「
筑
西
市
」
で
全
面
ロ
ケ
が
行

わ
れ
、
地
元
の
中
高
生
が
エ
キ
ス
ト

ラ
・
キ
ャ
ス
ト
を
演
じ
て
い
ま
す
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
制
作
さ
れ
た

映
画
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　
12
月
18
日
㈰

○
場
所　
五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

五
霞
町
大
字
江
川
１
７
９
‐
１

○
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５
（
直
通
）
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五
霞
中
学
校
で
は
、
９
月
に
は
、
３
年
生

の
修
学
旅
行
と
２
年
生
の
職
場
体
験
学
習
、

10
月
に
は
、
合
唱
祭
・
か
す
み
祭
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
修

学
旅
行
と
最
後
の
合
唱
祭
・
か
す
み
祭
は
、

忘
れ
ら
れ
な
い
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

◇
職
場
体
験
を
終
え
て２

年　
松
本　
莉り

乃の

　

私
は
、
職
場
体
験

で
看
護
師
を
体
験
し

ま
し
た
。
１
日
目
は
、

患
者
さ
ん
の
身
体
を

拭
い
て
あ
げ
た
り
、

採
血
し
て
い
る
所
を

見
た
り
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
小
児
科

に
行
き
ま
し
た
。
小

児
科
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
に
お
昼
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
り

し
ま
し
た
。
他
に
も
赤
ち
ゃ
ん
の
心
臓
の
音

を
聞
き
ま
し
た
。
心
臓
が
す
ご
く
速
く
動
い

て
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
２
日
間
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
病
院
で
の
い
ろ
い
ろ

な
体
験
を
生
か
し
て
、
立
派
な
看
護
師
に

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

◇
修
学
旅
行
の
思
い
出

３
年　
片
岡　
泉い
ず
み

　

私
は
、
修
学
旅
行

の
実
行
委
員
長
に
な

り
、
大
変
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

み
ん
な
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、

歴
史
を
学
ぶ
真
剣
な

眼
差
し
が
見
ら
れ
た

り
、
五
霞
中
生
の
良

さ
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
奈
良
公

園
で
は
、
び
く
び
く
し
な
が
ら
鹿
に
せ
ん
べ

い
を
あ
げ
、
建
仁
寺
で
は
、
命
の
大
切
さ
と

禅
の
意
味
を
教
わ
る
座
禅
体
験
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
、
み
ん
な
が
笑
顔

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
最
高
の
修
学
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

◇
最
後
の
合
唱
祭
を
終
え
て３年　

栗
原　
蒼あ

お
い

　

私
達
３
組
は
、
最
後

の
合
唱
祭
で
金
賞
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

練
習
で
は
、
他
の
パ
ー

ト
に
つ
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
練
習
方
法

を
工
夫
し
た
り
、
ク
ラ

ス
全
員
で
話
合
い
を
も

ち
、
あ
き
ら
め
ず
に
最

後
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
金
賞
発
表
の
瞬

間
は
、涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
合
唱
祭
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
が

一
つ
に
ま
と
ま
り
、
と
て
も
大
き
な
達
成
感

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
中
学
校
最
後
の
合
唱

祭
は
、
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

健康応援隊！The

　
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
成
長
ホ
ル
モ
ン
。
体
の
成
長

が
終
わ
っ
た
ら
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
出

な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
成
長
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
は
10
歳
代
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
後
は
、
徐
々
に
減
少
し

て
い
く
と
は
い
え
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
は

分
泌
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
成
長
が
終

わ
っ
た
大
人
の
体
の
中
で
も
、
成
長
ホ

ル
モ
ン
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
生
き
て
い
く
に
あ
た
り
、

体
の
中
で
は
心
拍
や
呼
吸
な
ど
、
様
々

な
活
動
や
反
応
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、

骨
や
筋
肉
な
ど
の
代
謝
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
過
程
で
は
、
体
を
形
成
し

て
い
る
細
胞
が
傷
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
傷
つ
い
た
細
胞
の
修
復
す
る

役
割
を
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
担
っ
て
い

ま
す
。
修
復
に
は
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
成
長

ホ
ル
モ
ン
は
脂
肪
の
分
解
を
促
進
し
て

有
効
に
使
う
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

肝
臓
で
も
糖
分
を
作
ら
せ
て
、
こ
れ
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
て
い
ま
す
。

　

体
の
修
復
は
睡
眠
中
に
行
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
睡
眠

中
に
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

寝
不
足
が
続
く
と
、
疲
れ
や
す
い
・

集
中
力
が
続
か
な
い
・
肌
荒
れ
し
や
す

い
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
成
長
ホ
ル
モ
ン

が
不
足
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

長
期
に
わ
た
っ
て
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
不

足
す
る
と
、
脂
肪
が
た
ま
り
や
す
く
な

り
、内
臓
脂
肪
が
増
え
て
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
に
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
骨
が
弱
く
な
っ
て
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
も
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

ま
す
。

　
大
人
に
な
っ
て
も
成
長
ホ
ル
モ
ン
は

大
切
で
す
。
成
長
期
と
比
べ
る
と
、
分

泌
が
減
る
の
は
老
化
現
象
と
し
て
や
む

を
得
な
い
こ
と
で
す
が
、
減
る
の
を
遅

く
す
る
努
力
は
必
要
で
す
。睡
眠・運
動・

入
浴
・
空
腹
な
ど
に
よ
り
成
長
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
は
促
さ
れ
ま
す
。
規
則
正
し

い
健
康
な
生
活
は
、
大
人
に
な
っ
て
も

大
切
で
す
ね
。（

健
康
福
祉
課　
保
健
師
）

大
人
に
も
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
大
切

学校コーナー

五　霞
中学校

考え・進め
未来へ！
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線214） 

人

人
人
世帯

（ 人）

（　 人）
（70人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは☎029―254―9900

毎日の夜間
休日の昼間
 休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

☎029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票※ 本人及び同一世帯の方

戸籍謄本・抄本※ 本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方

印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民Ｇ　☎84―1965（直通）

東日本大震災義援金について
平成29年３月31日（金）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

輪番日…月～土曜日
小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

11

8,864

4,467
4,397

3,183

143

73

72

 前月比  －15人 （＋5人）

12月の納税 ▶納期限…12月26日（月）まで

♥義援金送金額　1,229,114円（11月17日 現在）

町 県 民 税 町民税務課 税務G  ☎84―1966 

介 護 保 険 料 ６ 期
  

国民健康保険税 ６ 期町民税務課 税務G

税務G

☎84―1966 

  

▶12月の開設日
27日（火）：午後５時15分～７時

2016年 月

…午後6時30分～午前0時30分
…午前9時～午後5時

：午後６時～午後11時
：午前９時～午後４時 日曜日・祝日

町長（直通）■84―1550　FAX

４ 期

後期高齢者医療保険料 ６ 期町民税務課 ☎84―1966 

―健康福祉課高齢者支援G ☎84 0006 

ちびっこ広場（西児童館）
青少年の主張大会（中央公民館）

12
月
29
日
㈭
か
ら

１
月
３
日
㈫
ま
で

は
ご
み
収
集
を
行

い
ま
せ
ん
。

12
木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

友愛

友愛

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

紙類

びん類・ペットボトル

不燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

缶類

西南

西南

西南

日赤

日赤

日赤

消費生活相談窓口（高齢者向け出前講座）

道の駅ごか（休業日）

避難訓練（西児童館）  道の駅ごか（定休日）
ドッジボール大会・避難訓練（南児童館）

公共施設等総合管理計画の策定に係る「対話の場」（ふれあいセンター）
ときめきパーティー2016（幸手市）  子育て応援フェスタ（西児童館）
第２７回町民卓球大会（B&G海洋センター）  カラス駆除（町内全域）

ふれあいハート教室（保健センター）

すくすく相談（保健センター）
ちびっこ広場（西児童館）

にこにこ広場（南児童館）

乳幼児健康相談（保健センター）

クリスマス工作（南児童館）

町税等休日収納及び納付相談（各窓口）

がん検診・特定健診（保健センター）

みんなでクッキング（南児童館）
親子ヨガ教室(ふれあいセンター)

乳がん・子宮がん検診（保健センター）

天皇誕生日

クリスマス会（西・南児童館）

牛乳パック工作（西児童館）
町税等夜間収納（各窓口）

道の駅ごか（定休日）

手作りクッキング（西児童館）
男性の料理教室（保健センター）

消費生活相談窓口(ひばりの里)

親子ヨガ教室(ふれあいセンター)

映画上映会(ふれあいセンター)
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■
発
行
／
五
霞
町
役
場
　
〒
306-0392

　
茨
城
県
猿
島
郡
五
霞
町
大
字
小
福
田
1162-1　

☎
0280（

84）1111（
代
）

町
公
式
tw
itter	

https://w
w
w
.tw
itter.com

/goka_tow
n

町
公
式
facebook	
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w
w
.facegook.com

/goka_tow
n

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
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w
w
.tow

n,goka.lg.jp/m
m
_pro/

〈インドア・プランツ〉
素敵な寄せ植えが完成しました。

〈アロマの石けん作り〉
石けんの元の粉をこねて香りを入
れ、バラの花びらやマリーゴール
ド、ローズマリーなどを入れて良
い香りの石けんができました。

〈五霞さつき会〉
丹精込めて育てられたさつきが数
多く出展されました。

（場所：道の駅ごか）

〈コールみずき〉
パフォーマンスを含めた、なつか
しい７曲メドレーが会場に響き渡
りました。

〈五霞中吹奏楽部〉
若々しく楽しい演奏に会場のみな
さんも元気をもらいました。

〈パドル健康体操講座〉
会場のみなさんも「パドル」を
持ってパドル健康体操を体験しま
した。

〈ハワイアンキルト講座〉
好きな生地を選んで、素敵なバネ
ポーチが出来あがりました。

〈ハイキング講座〉
ハイキングの様子を写真と映像で
紹介しました。

〈茨城三宅会〉
力強い演奏が体中に響き渡り、和
太鼓の迫力を感じました。

　
11
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日

間
、
中
央
公
民
館
及
び
道
の
駅
ご
か

に
お
い
て
、
文
化
協
会
主
催
に
よ
る

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
団
体
の
み
な
さ
ん
が
「
元
気

で
い
こ
う
」
の
合
言
葉
を
も
と
に
、

来
場
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
展
示
や
体
験
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

元
気
で
楽
し
い
文
化
祭
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

五
霞
町

　
文
化
祭


